
縄文時代の終焉と戦争のはじまり
なぜ日本国内で戦争がはじまったのか

人類を滅亡から救えるのは日本民族だけ

令和８年４月２２日

縄文アイヌ研究会
主宰 澤田健一

第２１回 縄文道塾









これまで縄文人と弥生人は別民族だと考えられてきた

しかし、それは誤りであった

縄文土器と弥生土器は器種だけだは判別できない

出土した年代に水田稲作が始まっていた＝弥生土器

出土した年代に水田稲作が始まっていない＝縄文土器



日本民族の遺伝子は二重構造ではなく三重構造

パレオゲノミクスで解明された日本人の三重構造

【ポイント】

・第一弾の混血は弥生時代に北東アジア祖先集団との間に起こった。

・第二弾の混血は古墳時代に東アジアに起源をもつ集団との間に起きた。

→つまり弥生時代には朝鮮人（稲作渡来民）の渡来などなかった！

3000人以上のデータに基づく日本民族三重構造の裏付け

全ゲノム解析で明らかになる日本人の遺伝的起源と特徴

【ポイント】

・これまでのデータ数の少なさを補い日本民族の三重構造が証明された。

・弥生時代には朝鮮人や漢民族の渡来など無かったことが証明された。

https://www.ous.ac.jp/common/files/295/202109171705250321416.pdf
https://www.riken.jp/press/2024/20240418_2/index.html


北方夷の帰還（混血有）
馬と青銅器の流入

南方夷の帰還（混血無）
水田稲作の流入

紀元前1000年頃（約3000年前）

東アジアの大異変

縄文時代
⇓

弥生時代



商（殷）の滅亡

と周の支配拡大

北方夷の帰還（混血有）
馬と青銅器の流入

南方夷の帰還（混血無）
水田稲作の流入

紀元前1000年頃（約3000年前）

東アジアとヨーロッパの大異変

縄文時代
⇓

弥生時代

スキタイ（混血夷）の西遷
装飾品と騎馬文化の流入



弥生時代の対立

アマテラス＝大規模な水田造りを推進した

結果として集落の堅果類樹木を伐採

VS

スサノオ＝水田稲作を受け入れず森林保護

結果として水田を破壊してまわった
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クロード・レヴィ＝ストロース
フランスの社会人類学者、民族学者
1908年11月28日～ 2009年10月30日

月の裏側（中央公論新社） 表紙より



AIによる説明

・クロード・レヴィ＝ストロースは、20世紀を代表する文化

人類学者であり、日本文明の深層に「縄文精神」が息づいて

いることを高く評価しました。

・レヴィ＝ストロースの視点は、縄文文化を単なる考古学的

な史料としてではなく、人間が自然と向き合う中で生み出し

た、普遍的な芸術と精神性の結晶として再評価する流れに大

きく貢献しました。



もし、日本文明が、伝統と変化のあいだに釣り合いを保つこに成功す

るならば、そして、世界と人間のあいだに平衡を残し、人間が世界を滅

ぼしたり醜くしたりするのを避ける知恵をもっているならば、つまり、

日本文明の生んだ賢者たちが教えたように、人類はこの地球に仮の資格

で住んでいるにすぎず、その短い過渡的な住居は、人類以前にも存在し、

以後にも存在し続けるであろうこの地球に、修復不能な損傷を惹き起こ

すいかなる権利も人類に与えてはいない、ということを日本文明がいま

も確信しているならば、もしそうであれば、この本が行き着いた暗い展

望が未来の世代に約束された唯一の展望ではない（少なくとも世界の一

部においては）という可能性を、微かにではあれ、私たちはもつことが

できるでありましょう。



もし、日本文明が、伝統と変化のあいだに釣り合いを保つこに成功す

るならば、そして、世界と人間のあいだに平衡を残し、人間が世界を滅

ぼしたり醜くしたりするのを避ける知恵をもっているならば、つまり、

日本文明の生んだ賢者たちが教えたように、人類はこの地球に仮の資格

で住んでいるにすぎず、その短い過渡的な住居は、人類以前にも存在し、

以後にも存在し続けるであろうこの地球に、修復不能な損傷を惹き起こ

すいかなる権利も人類に与えてはいない、ということを日本文明がいま

も確信しているならば、もしそうであれば、この本が行き着いた暗い展

望が未来の世代に約束された唯一の展望ではない（少なくとも世界の一

部においては）という可能性を、微かにではあれ、私たちはもつことが

できるでありましょう。



おそらくすべての国のなかで日本だけが、過去への忠実と、

科学がもたらした変革のはざまで、これまである種の均衡を

見出すのに成功してきました。

＜中略＞

日本の人々が、過去の伝統と現在の革新の間の得がたい均衡を

いつまでも保ち続けられるよう願わずにはいられません。

それは日本人自身のためだけに、ではありません。人類のすべて

が、学ぶに値する一例をそこに見出すからです。



水田 受容＝アマテラス 拒否＝スサノオ・夷・蝦夷・アイヌ

移民 受容＝大和朝廷 拒否＝夷・蝦夷・アイヌ

文字 受容＝大和朝廷 警告＝忌部（斎部） 拒否＝夷・蝦夷・アイヌ

仏教 受容＝蘇我馬子 拒否＝物部守屋

西洋文明 受容＝明治政府 批判＝岡倉天心など

日本は常に新しい道に舵を切って大成功してきたのは間違いない

しかし、日本文明が伝統と変化のあいだに釣り合いを保つことを願う

過去の伝統と現在の革新の間の得がたい均衡をいつまでも

保ち続けられるよう願わずにはいられません。



レヴィストロースは日本文明の神髄は縄文にあると説いている

しかし現代日本人が縄文人やアイヌと同じ生活には戻れない

そうであっても縄文精神を学びなおす必要があるのではないか

それは日本人自身のためだけに、ではありません。

人類のすべてが、学ぶに値する一例をそこに見出すからです。

皆さん！一緒に考えましょう！！
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